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は じ め に

　2022 年 3 月に，地方テレビ局の報道特集で，「高校受験の内申書
ホントに必要なの？」という番組が放送され，大きな反響を呼びま
した。さて，読者の皆さんは，どのようにお応えになるでしょうか。
自らの高校受験や家族の内申書体験を振り返ってみて，多様な意見
が出されることでしょう。
　まず確認したいことは，高校入試に関しては，法律で次のように
規定されています。
　「高等学校の入学は，第 78 条の規定により送付された調査書その
他の必要な書類，選抜のための学力検査（以下この条において『学力
検査』という）の成績等を資料として行う入学者の選抜に基づいて，
校長が許可する」（学校教育法施行規則第 90 条）。
　つまり，「調査書」は入試の選抜のために使用される書類である
と規定されています。この「調査書」というのが，「内申書」のこ
とです。本書では，特別の場合を除いて，通例に従って，「内申書」
という用語を使用します。
　内申書とは，「保護者や子どもたちに内密に申告する書類」とい
う意味で使われています。この「内密に申告する」ところに，内申
書に対する保護者や子どもたちからの不安や疑念が生まれてきまし
た。さらには，内申書は，高校入試においてどの程度有効なのかと
問われてきました。
　本書は，おもに教育評価研究を専門とする者たちが集い，あたか
もブラックボックスのような内申書にさまざまな角度からスポット
ライトをあて，その不安や疑念の在りかを明らかにするとともに，
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これから期待される内申書の在り方を示そうとするものです。

本書の構成
　まず第 1章では，何よりも内申書の現状や実相を明らかにすべ
く，全国調査の結果を報告しています。第 2章では，なぜ内申書
が入学試験に登場してきたのかを明らかにするとともに，今日に至
るまでの内申書に関する問題史を概説しています。
　21 世紀に入り，内申書に「目標に準拠した評価（俗称「絶対評
価」）」が採用されるようになって，内申書の在り方が大きく問われ
ました。第 3章では，そもそも入試とは何か，今日の変化しつつ
ある高校入試の現状を踏まえて，内申書の立ち位置はどうなるのか
を問うています。
　第 4章では，内申書問題が社会問題化する契機となった「内申
書裁判」の論点が整理されています。第 5章では，内申書のなか
の，とくに教科学力を対象とする「内申点」がどのように付けられ
ているのかを考察しています。第 6章では，これも内申書問題に
おいて争点となることが多かった教科外活動における評価の在り方
が考究されています。そして，第 7章では，内申書問題に常にま
とわり付いてきた中学校間格差の問題にいかに挑んだのかについて，
その当事者でもある著者から「乙訓スタンダードづくり」の実践が
報告されています。
　さらには，内申書の今後の在り方を模索するために，イギリス
（第 8章）とフランス（第 9章）並びに国際バカロレア（第 10章）の
経験が紹介されています。日本における「内申書」問題を世界レベ
ルで鳥瞰し，対象化するためにも参考になるでしょう。
　本書によって，不安や疑念の対象となっていた内申書にさまざま
な観点からスポットライトを当てることを通して，高校入試におけ



は じ め に　iii

る内申書の在り方に関する論議が巻き起こり，深まることを期待す
るものです。

本書の使い方
　本書では，内申書問題をより理解する一助となるように，いくつ
かの資料を用意しています。
　iv 頁の資料 0-1は，よくある内申書（県立高校入学志願者調査書）
の項目をもとに作成した，内申書の一例です。内申書の書式はどの
ようなものなのか，どういった項目が記載されるのか，確認してみ
てください。
　vi 頁の内申書にまつわる疑問では，保護者・子ども・教師が抱
くであろう率直な疑問を取り上げ，その論点や答えを示す章を案内
しています。気になった章から読み進めていくのもよいでしょう。
　巻末には用語解説を設けています。内申書や教育評価にまつわる
基本的な概念は，こちらを参照してください。

　最後になりましたが，本書の公刊に際しまして，およそ 1年有余
に及ぶ編集会議を粘り強くサポートいただきました有斐閣ならびに
編集担当者の中村さやかさんと猪石有希さんにあらためて深く感謝
申し上げます。

2024 年 5 月

 執筆者一同

各種資料を，有斐閣HP内の本書誌情報ページにて提供いたします（右の
QRコードからもご覧いただけます）。
https://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641174979
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内申書にまつわる疑問

内申書の意義
 内申書はなんのためにあるのか？
第 1，2，8章

内申書の方法
内申点を選抜に用いる方法はどんなパターンがあるのか？
第 1，8，9章

教科の重みづけ
内申点として用いられる教科／教科外活動とは？　その重
みづけはどうなっているのか？　全国で統一の方式があ
るのか？
第 1，5，6章

学力検査と内申書
高校入試当日の学力検査と内申点（日常の考査；中間試験
や期末試験）の重みづけはどうなっているのか？
第 1，2，7，9章

評定（指導要録）と内申書
評定（指導要録）と内申書との関係は？
第 1，4，5，6，7章

評価の方法と内申書
学力検査にあらわれない力をどう評価するのか？
第 3，5，10章

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6
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人格・態度
「主体的に学習に取り組む態度」とは，人格や学習態度なの
か？　その評価は内申書に記載されるのか？
第 5章

内申書に「態度が悪い」といったことが書かれるのか？
第 2，5，6章

欠席が多いと内申点に響くのか？
第 1章

内申書の公正性
公正・公平な内申書の在り方とは？
第 2，5，8，9章

内申書を公正かつありのままに記載するためには公開にす
べきか？　非公開にすべきか？
第 4章

内申書への「不信」
内申書への不信はどのようなものに対してなのか？
第 1，2，7，8，9章

格差
中学校ごとに内申点格差が生じる危惧はないのか？　格差は
改善できるのか？
第 2，3，5，7章

海外の内申書
海外には内申書やそれに相当するものがあるのか？
第 8，9，10章

上級学校への接続
上級学校（高校や大学）は内申書をどこまで重視してみて
いるのか？　当日の試験のみが大切なのか？
第 1，2，3，6，10章

Q7

Q8

Q9

Q10

Q11

Q12
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2 第 1部　内申書の現状と課題

Chapter 1 内申書の現状
実態はどうなっているのか

は じ め に
　「内申書」は，そこに記載されている各教科の評定を中心に，現在
すべての公立高校入試において何らかの影響力を付与されています。
しかし，評定以外の記載項目も含め，その様式は都道府県ごとに異な
ります。また，学年・教科の評定の比重，学力検査との比重など，内
申書のどの部分を入試でどのように用いるかについては全国的な決ま
りはなく，きわめて多様なパターンが存在します。さらに，内申書の
様式や用い方について細かく一般にまで公開している自治体もあれば，
受験生や保護者には非公開で不透明な部分の多い自治体もあります。
　したがって，内申書を全国で一律のものとして捉えること，あるい
は安易に一般化して捉えることには慎重にならなければなりません。
　一方で，このような内申書がもつ多様性は，長らく内申書に関する
全国的な議論を阻んできましたし，不透明性はときに誤解や不安を誘
発してきました。そこで本章では，2023（令和 5）年度の 47 都道府
県の公立高校入試の内申書の様式や，最も多くの入学定員をもつ選抜
方式の実例を確認することを通して，現在の高校入試における内申書
とはどのようなもので，どのように用いられているのかについて，な
るべく共通点や相違点を見出しながら，実態の概要をつかみたいと思
います。そのうえで，最後に内申書問題の現状を考察します。
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Chapter 2 内申書問題の歴史
何が課題となってきたのか

は じ め に
　実は，内申書は入試競争を抑制するために取られた制度でした。し
かし，実際はうまく機能していないように見えるのではないでしょう
か（それ以上に悪役を演じるようになっているのではないでしょう
か）。こうした問題意識とともに，内申書を改革できる可能性はある
のかという課題意識をもって，入試制度において内申書が登場して以
来，今日に至るまでのあゆみを解説します。その際に，内申書に埋め
こまれた「教育評価の考え方」に焦点を合わせ，本書第 2部で詳述
される各テーマを議論するうえで踏まえておくべき歴史的・社会的背
景も紹介します。

1　内申書問題の登場 
――1920 年代旧制中学校入試改革

旧制中学校入試の激化
　戦前に出版された定評のある辞典（『教育学辞典』1938 年）には，
内申書に関して「一般には内密に申告する書類という意味であるが，
最近特に之を学校関係のことに用いるようになった。この場合には
上級学校への入学志願者について，本人の身体・学業・人物等に関



50 第 2部　内申書問題とその解決に向けて

Chapter 3 学校間接続と内申書
内申書に期待される役割 
とは何か

は じ め に
　内申書の是非を含めた入学試験の在り方を検討するにあたっては，
教育機関の間の「接続」を，さまざまな側面から捉えておく必要があ
ります。そこで本章では，まず「接続」の定義を確認します。次に，
中学校・高等学校の間の「接続」が，現在どのような状況にあるのか
を探ります。その際，中学・高校間の「接続」は，高校・大学間の
「接続」からも影響を受けるため，高大接続改革の動向についても扱
います。続いて，学校間接続について改革が進む背景に，どのような
子どもたちの実態があるのかについても紹介します。最後に，よりよ
い学校間接続を実現するための課題を検討し，今後，内申書に期待さ
れる役割について考えます。

1　学校間接続をめぐる諸概念

アーティキュレーションとは何か
学校種間の接続（アーティキュレーション）とは，通常，「2つの異

なる学校段階間の，区別されながらなおかつ連続的な関係のこと」
とされています（細尾，2017: 201）。また，学校間接続については多



72 第 2部　内申書問題とその解決に向けて

Chapter 4 内申書の開示問題
内申書は見ることができるのか

は じ め に
　高等学校入学者選抜においては，基本的に中学校が生徒の受験先に
向けて，生徒の学習状況を伝えるために作成した内申書（以下，本章
では公文書を多く扱うことから，用語や引用を除いて「調査書」と記
す）が使用されます。調査書の内容が合否に影響することもあるため，
調査書は正確に公平に作成することが求められます。しかしながら，
ときに調査書の誤記載が発覚し，本来は合格であったはずにもかかわ
らず，不合格になった生徒がいたというケースも報告されています。
調査書に記載される事項については多くの場合，通知表や，自治体に
よっては「調査書記載事項通知（確認）書」を通じて事前に生徒や保
護者に伝えられます。ただし，実際に高等学校に提出される，あるい
は提出された調査書を見たいと考える読者も少なくはないでしょう。
実際に，私たちは調査書を見ることはできるのでしょうか。調査書を
見ることができない場合，それはどのような理由によるのでしょうか。
また，見られない場合，どのような問題が生じ得るでしょうか。本章
では，歴史を紐解きながら，これらの問いを探ってみます。
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Chapter 5 評定と観点別評価
どのように成績が 
つけられているのか

は じ め に
　生徒にとって内申書で最も気がかりな成績（評定）は，どのように
付けられているのでしょうか。日々の生徒の学習状況の評価をどのよ
うに見取り，どのように通知表や内申書の評定に集約しているので
しょうか。「観点の重みや，授業態度を重視するのか，テストで判断
するのかが，先生によって違う」といった不安も聞こえてきます。本
章では，通知表や内申書で行われている「観点別学習状況の評価」の
3観点や具体的な評価内容・方法を整理したうえで，どのように評定
に集約されているのかの実相を見ていきます。そして通知表や内申書
が生徒の学習状況を示す「客観的な」資料として位置づけられるため
には，どのような共通理解が求められるのかという点について考えて
いきます。

1　学習指導要領に示される目標や内容と 
評価の 3観点

　2017・2018 年改訂学習指導要領では，子どもたちに身につけさ
せたい資質・能力を以下の 3つの柱として示しています。すなわち，
「知識及び技能」（何を理解しているか，何ができるか），「思考力，判



114 第 2部　内申書問題とその解決に向けて

Chapter 6
生徒会活動， 
部活動と内申書
どのように記載すべきか

は じ め に
　生徒会活動や部活動は，子どもの権利保障の点で，とくに意見表明
の権利，参加の権利，リクリエーションや文化的及び芸術的な生活に
参加する権利などの保障において重要な役割を果たしています。改訂
版生徒指導提要で子どもの権利が明記されたものの，子どもが客体と
して位置づけられており参加の権利保障に課題があることが指摘され
るなかで（間宮，2023），こうした活動は重要です。一方，生徒会活
動や部活動は，自主的な活動とされ，公平性・客観性の担保が教科の
評価よりも格段に難しいといえます。そのうえ，部活動は学校として
の指導が義務づけられてもいません

1
。

　本章では，こうした論点を踏まえながら，生徒会活動と部活動の評
価が内申書にどのように記載されるべきかについて考えます。なお，
私立学校のスポーツ推薦入試などで，部活動の業績が入学の可否に大
きな影響を与えるケースもありますが，ここでは都道府県単位の公立
高校入試の内申書に限定して話を進めます。

1　高校入学者選抜と学業成績以外の記録

第 1章で示されているように，生徒会活動も部活動もともに，



7
章

133

Chapter 7 学校間格差と内申書
格差にどう向き合うか

は じ め に
　本章では，「中学校間の学力格差」と「入学者選抜に利用される内
申書」との関係を考えます（以下，「中学校」は公立中学校）。
　さて，学校間格差というと，みなさんは高校間と中学校間，どちら
の格差を連想されますか。中学校教員は，長らく高校間の格差を想定
してきました。実際，高校間格差の現実に直面しながら，生徒の希望
進路をどのように実現するかを模索してきたからです。
　しかし，近年，中学校間の学力格差問題がクローズアップされるな
かで，各校で作成される内申書の信頼性が問われ，そのことで入学者
選抜に関わる制度や施策に大きな影響をもたらしています。
　そこで，本章では，第 1節で中学校間の学力格差の実態を，第 2
節でその格差の現状を踏まえた入学者選抜制度と内申書の動向を確認
し，第 3節で格差問題に中学校としてどう向き合うかを検討します。

1　「学校間格差」の厳然たる事実 
――何が格差を生み出しているのか

全国学力・学習状況調査に見る「学校間格差」の実態
　まずは，2007 年度から悉

しっ

皆
かい

調査として始まった全国学力・学習



158 第 3部　世界のなかの内申書問題

Chapter 8 イギリスの経験から
なぜ教師による評価は 
入試に用いられてきたのか

は じ め に
　日本の内申書をめぐる問題は多岐にわたりますが，その問題の根っ
こには，中学校での成績，つまり中学校での教師による評価（内申
点）が妥当であるのか，信頼できるものなのかという疑問があります。
　本章で紹介するイギリスでは，日本の高校にあたるシックスフォー
ムへの進学に，GCSE という中等教育修了一般資格試験（General 
Certificate of Secondary Education) が入試として利用されています。
資格試験による中高の接続，ここにイギリスの大きな特徴があります。
さらにGCSE では，長らくコースワークと呼ばれる評価がペーパー
テストの試験とともに用いられてきました。コースワークは，中等学
校の教師が日々の教育実践のなかで実施する評価活動です。その意味
で，イギリスでも「内申点」が入試に用いられてきたわけです。
　本章では，GCSE という資格試験がどのように中高接続に利用され
ているのか，そしてGCSE のなかでコースワークという評価がどの
ような位置づけで実施されてきたのかを紹介することで，日本での議
論とは異なる視角で内申書問題を眺める視点を提供してみます。



180 第 3部　世界のなかの内申書問題

Chapter 9
フランスの経験から
入試で内申書は 
どう使われているのか

は じ め に
　日本の入試では内申点がよく使われます。入試に内申点を使うこと
はそもそも適切なのでしょうか。
　フランスには高校受験はなく，どの高校に進学するかは居住地から
の近さや学業成績などに基づいて，ウェブシステムで決まります（京
免，2023）。日本に比べると中高を分ける発想が弱いため，中高の接
続はあまり議論されてきませんでした。そこで本章では，フランスの
高大接続改革の経験から，日本の入試における内申書の位置づけへの
示唆を探ります。
　フランスの高大接続は長らく，バカロレア試験という大学入学資格
試験に合格するかどうかという試験一発勝負でした。しかし近年，高
校の内申点の比重が大きい，新しいしくみができました。この改革を
めぐってなされてきた議論を見てみましょう。

1　内申点の導入の背景

第1の問題――大学での大量の留年・中退
　フランスでは表 9-1のように，6歳で入学する 5年間の小学校，
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Chapter 10
国際バカロレアの 
経験から
評価の信頼性は高められるのか

は じ め に
国際バカロレア（IB：International Baccalaureate）は，特定の国

家や国連などの機関に属さない民間の非営利教育団体である国際バカ
ロレア機構（IBO：International Baccalaureate Organization）に
よって提供される初等・中等教育プログラムです。2023 年現在，世
界 160 の国と地域，5700 校（日本国内は 229 校）に認定校があり，
195 万人の児童・生徒が学んでいます

1
。

　IB の教育プログラムのうち，後期中等教育のプログラムである
ディプロマ・プログラム（DP：Diploma Programme）では，各科目
の下級学校で行われる内部評価（IA：Internal Assessment；各科目の
内容に即したパフォーマンス課題による評価）と外部評価（EA：
External Assessment；基本的には世界共通の最終試験による評価）
を総合してスコアが決まります。このスコアが IB ディプロマ（国際
バカロレア資格）と呼ばれる世界の大学への入学資格の授与の決定や
各大学における選抜に用いられます。現在，IB ディプロマは世界
100 以上の国と地域，5000 校以上の大学が入学資格と認めていて
（選抜方法・入学定員の一部に限定する場合も含める），国際的な大学
入学資格として知られています

2
。

　本章では，調査書（内申書），すなわち日本において下級学校から
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Epilogue

内申書は 
どこに向かうべきか

　本書では，内申書問題に関して，さまざまな観点からスポットラ
イトを当ててきました。最後に，そのライトを当てることによって
明らかになってきた点と今後の内申書の在り方に関する課題をまと
めてみたいと思います。

入試における内申書の役割について
　入試改革の特効薬として内申書の役割が注目されたのは，激化す
る入試競争を緩和（沈静化）するためでした。その期待される役割
とは，
①　まず，当日の「学力検査」のみでは，いわゆる「一発勝負」
となり，当日のさまざまなコンディションに左右されて，受験
者の本当の学力をとらえることができない場合が起こり得ます。
そこで，受験者の平常の学力，長期間にわたる学力の様態を記
した「内申書」のほうが，有効な情報を得ることができ，加え
て「一発勝負」から解放されることによって，過剰な受験準備
勉強に駆り立てられることが少なくなります。
②　中学校の広義の教育課程は，何も学力形成のみを目的として
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